
蓑2 フレーム原子化法による奈長市東部の国道369号譲治いの産業廃棄物処理場付近の小111
の土壌の重金属濃震 (ppm)

小JI!I-i づ、JI!I-ii 小JIIII-i 小JI!II-ii 小JI!III 

吉岡 0.66 0.2 0.08 0.02 nd 
ニソケル 0.04 0.12 nd nd nd 
カドミウム nd nd nd nd nd 
主失 10.48 7.12 0.8 1.58 0.14 

亜鉛 4.24 3.82 0.3 0.8 0.08 

重合 nd nd nd nd nd 

nd: not detected 

表3 グラファイト炉京子化法による奈良市東部の国道 369号線沿いの産業礎棄物処理場付近

の小JIIの土壌の重金属濃度 (ppb)

づ、111I-I づけ11I-II ノトJIIII-I 寸、JIIII-II づサ11III 

ニッケル 136.1 199.2 18.9 52.4 nd 
カドミウム 15.5 13.5 3.2 10.2 0.66 

主合 nd nd nd nd nd 

nd: not detected 

ppb，と小1'1IIの上流下流の 2地点よりもかなり高護震であった。鉛に関しては検出限界以

下であった。

環境JTは， I重金屡等に係る土壌汚染調査・対策指針及び有機塩素系化合物等iこ係る土壌・

地下水汚染調査・対策暫定指針jを策定し，重金属等に関して辻 カドミウム，シアン，話，

六倍クロム，批妻， 7](銀，アルキル水銀， PCB及び七レンに対して適切な土壌・地下水汚染

の謂査・対策の実施に努めるよう，環境庁水質保全局長よち都道府県等に絃頼している。ま

た，対策については，重金属等に係る手法として，封じ込めに加え，対象物賓のi詮去を位置づ

けている。今回，奈良市東部地域の 3つの小出についてカドミウム，ニッケルなどが検出さ

れ，水系により護度が異なることから産業廃棄物との関連も否定しきれなv'o土壌を A詩的に

ためる析を作るなど対策を講じる必要があるだろう。
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量だが0.06p予m 検出された。奈長寂町の奈良市ゴミ緊急処理場(昨年度測定した地区，召地

区)と奈長市西部の矢田丘陵付近 (C地区)から採取した水では，鉄分が検出されたが鋸，

ニッケル，カドミウム，韮鉛，鉛は検出されなかった。鉄分に関しては，昨年と今年の測定地

域のうち昨年実施した奈長阪町でもっとも高い濃度が得られている。奈良阪町地域辻，もとも

と鉄分の多い地形であるのかもしれない。銀，カドミウム，鉛に関しては今回測定した 3地

区合計8カ所地点でフレーム原子化法による溺定では検出張界以下であり，水中の重金属に

関しては環境基準にてらしても問題がない護度であったc

表 1に示したように奈良市東部の産業廃棄物処理地域 (A地区)の水中には亜鉛やニッ

ケルがごく微量だが検出された。そこで この地域の土壌には より高濃度のこれら重金属が

含まれている可能性があったので，それを確かめるために土壌試料を採取し含まれる重金属含

量の測定を行った。より詳細に調べるために土壌試料は産業廃棄物処理場付近の 3ヶ所の小

JIIから採取した[小JII1の上流 (I-i) と下流 (I-ii)，小JllIIの上流 (II-i) と下流 (II-

ii) ，小)IJIIIJ。その結果を示したのが表2である。小JIlIの上流・下流ともに鋸濃度と亜鉛

濃度が高かった。銅は農尾地においては土壌 1kgにつき 125mg (125 ppm)未満であると

いう環境基準がある。その基準はクリアしているものの，山間部の小JIIの土壌とすると得られ

た鐘は高いかもしれない。界面活性剤によるとみられる泡の観察された小川立の上流 (II-i)

には約 5メートル四方の析が設けられていた。その地点よりも小JII1の方が鋸・鉄・亜鉛の

いずれにおいても高い催が得られたc 環境汚染物質として問題となるカドミウムと鉛について

はいずれの小川の土壌からもフレーム原子化法では検出されなかった。

次に，環境汚染物箕として問題となる鉛・カドミウム・ニッケルの各元素についてグラファ

イト原子化法を用いて徴量分析を行った(表針。ふJlI1で辻ニッケルが 136ppb， 199 ppも，

カドミウムが15.5予pbと3水系中もっとも高濃度であった。環境自書によると土壌の汚染に

係る環境基準はカドミウムの場合検液 1Lにつき 0.01mg (10 ppb)以下でありかっ農用地に

おいては米 11王gにつき 1mg (1 ppm)未満であることからするとかなり高濃度のカドミウム

が検出されたことになる。ニッケルも要監規項目で指針債は 0.01mg/L (10 ppb)以下である

ので測定した 3水系 5地点ともかなり高濃度である。小}Iけではニッケんが136pp註， 199 

表 1 フレーム原子化法による奈良市東部国道369号線付近の小)11および、奈良事ゴミ処理地付
近の小JIlの重金高護霊 (ppm)

A地区#1 A地区#2 A地豆#3 A地区#4 B地区 C地区

銅 nd nd nd nd nd nd 
ニッケル nd nd nd 0.12 nd nd 
カドミウム nd nd nd nd nd nd 

鉄 0.75 0.67 1.11 1.05 1.04 0.29 
亜鉛 nd 0.06 nd 0.02 nd nd 

鉛 nd nd nd nd nd nd 

nd: not detected 
A地豆奈良市東部の匡道369号様治いの産業麗棄物処理場村近 ;B地区:奈良阪曹の奈長市
ゴミ緊急処理場(昨年度測定した地区，中山ら 2001); C地区:奈良市西部の矢田正陵付近
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立， Z-5000型〉を用い測定した。定量のために必要な検量線の作成は原子吸光分析用の標準

試薬液(ナカライテスク，京者~)を使用し行った。採取した水は譲紙を用いて譲過処理した

後，そのまま原子吸充分析に供したO 土壌は乾燥させた後にふるいにかけ 1%トリクロロ酢

酸 (TCA)、溶液で抽出処理(一時詞，室温)後，i慮過処理により得られた譲渡を分析試料と

した。まずは，フレーム原子化法で分析を行い，検出限界以下であった元素についてのみ，さ

らにグラファイト炉京子化法で分析を行った。

結果と考察

産業廃棄物処理場付近の水系でサンプワングを行った。上流には人家がなく生活排水が流れ

てくるような位置にない小JIIと恩われたが，水系には界面活f生剤に由来するものと考えられる

泡立ちが観察された(図 1)。植物などの生育をみると特に変わった様子は見られなかった。

しかしながら，このような泡立ちが廃棄物処理と関係しているのであれば他の化学物質の漆

出による水賀や土壌汚染が考えられた。

そこで，奈良市東部の国道369号線沿いの産業廃棄物処理場付近 (A地区入奈良阪町の奈

良市ゴミ緊急処理場 (B地区)，対照区として奈良市茜部の矢田丘陵付近 (C地区)の小111か

ら水を採寂し，水に含まれる重金属含量〈鉄，錦，ニッケlレ，カドミウム，亜鉛，鉛)をフレ

ーム原子化法で分析した。その結果を表1に示す。産業廃棄物処理場付近 (A地区〉では 4

カ所から水を採取し溺定した。鉄分は4カ所すべてで検出された。鉄以外で誌ごく徴量だが4

カ所のうちーカ所で亜鉛O.02ppmとニッケルO.12ppm，さらに加の場所でも亜鉛がごく徴

図1 奈良市東部の国道369号線沿いの産嘉処理場下に設けられた析の下流の写真
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奈良市の河川における重金属調査(その 2)

中山

はじめに

イ中・藤井

山本

修平

良一

手成 11年安，地下水質の汚濁状況の把握を目的に全昌的な概況調査が実施された〈環境白

書平成 13年版)むその報告によれば，たとえばカドミヴムに関して評髄基準等を超過してい

る井戸の割合は 0.03%程度であるなど，環境基準の設定されている有害物買に関する水質汚

濁はほぼ環境基準を達成している状況であると言われているむしかし，一方ではカドミウムで

汚染された米の問題も指接されているように，食生活における重金寓汚染の問題は必ずしも安

心しておれる状況ではないと考えられる c

われわれ試食生活における重金嵩汚染の問題に関心を持ち，これまで.包装容器や定用する

謂理器異からの重金高溶出が調理条件によって彰響を受けるかどうか調べてきたりその結果，

pHや材料，調理条件の違いなどによって辻アルミニウムや鉛などの金嵩が食品中に溶出して

くることを報告した(藤井ら， 1999;松本ら， 2000)。さらに，水系における重金属汚染の問

題にも関心を持ち，奈良市のゴミ緊急処分地の排水江本系の水費調査を行ったc その結果，環

境基準からみていますぐに問題となる濃度ではないが，排水口付近の土壌中にかなり高い濃度

のカドミウムやニッケルを検出した(中山ら， 2001九

奥谷和夫氏のインターネットホームページでは，奈良市東部の国道 369号椋沿いに産業庵

棄物処理場やごみの不法投棄されている場所があり，その田辺水系の電気伝導度を測定すると

高い値を示す笛所のあったことが指摘されている。電気伝導度が高いということは，高濃度の

イオン性物責が存在していることを示しており，その水系が重金高で汚染されている可能性が

あるひそこで，今@]，産!嘉延理場が集中し不法投棄の穴場といわれる奈良市東部の毘道369

号線沿い水系の重金属汚染の状況を調査したc

実験材料と方法

奈臭事東部の国道369号報沿いの産業廃棄物処理場付近 (A地区人奈良阪町の奈良市ゴミ

緊急処理場 (B地区，中山ら 2001)，対照区として奈良市西部の矢田正段付近 (C地区)の

小JI!から水および土壌を採取したコ重金属として， Cu (錦). Ni (ニッケル)・ Cd(カドミウ

ム)・ Fe(鉄)・ Zn(亜鉛). Pb (主計の各元素を幅光ゼーマン型原子吸光分光光震計(日
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